
第６学年 国語科 指導案 

第６学年２組    36 名 

場所    ６年２組教室 

 

 

 

１ 単元名  「今、私は、ぼくは 」 

２ 単元の目標 
文の中での語句の係り方や語順、文と文との接続の関係、話の構成や展開について理解して、話

の内容が明確になるように、事実と感想、意見とを区別するなど、話の構成を考え、資料を活用す
るなどして、自分の考えが伝わるように表現を工夫することができる。 

３ 本単元の評価規準とキャリア教育を通して育みたい力（評価規準マトリクス） 

※キャリア教育と関連が密接なものはゴシック体・太字 

高学年の基礎的汎用的能力（夢４） 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

人や社会と 

関わる力 

 

  
 

【人間関係形成・ 

社会形成能力】

 

・相手の立場に立って

考え、思いやりをも

って行動する力 

・相手と関わりながら

よりよいものを創り

上げようとする力 

 ①「話すこと・聞

くこと」におい

て、資料を活用

するなどして、

自分の考えが伝

わるように表現

を工夫してい

る。 

①資料を活用し

て自分の考え

を表現するこ

とに意欲的に

取り組み、聞き

手の知識や反

応等に応じて

より効果的な

スピーチにし

ようとしてい

る。 

自分を 

みつめる力 
 

 

 

 

【自己理解・ 

自己管理能力】

 

・自分の長所短所を理

解し、自分らしさを

発揮する力 

・自分と異なる意見も

理解しようとし、積

極的に交流する力 

 ②「話すこと・聞

くこと」におい

て、話の内容が

明確になるよう

に、事実と感

想、意見とを区

別するなど、話

の構成を考えて

いる。 

 

課題を 

やりぬく力 

  
 

 

【課題対応能力】 

 

・課題に対して自分に

今何ができるのかを

考え、計画、実践す

る力 

・情報や情報手段を主

体的に選択し、活用

する力 

①文の中での語句

の 係 り方 や語

順、文と文との

接続の関係、話

の構成や展開に

ついて理解して

いる。 

  

次に 

つなげる力 

 

 

 

 

【キャリア 

プランニング能力】

 

・学ぶこと働くことの

意義を理解する力 

・将来の夢について考

え、実現に向けて設

計、行動、改善する

力 

   

研究主題   豊かに生きる力の育成 

～自分を知り「なりたい自分」に近付くキャリア教育の実践～ 

 



４ 部会提案 

（１）児童の実態と単元観  

小学校卒業を控え、これからの生活への期待や不安を抱く時期に、今の自分の思いを届け合うこと

で、互いを大切に思い合い、かけがえのない存在である実感をもたせたい。更に、これまで共に過ご

してきた仲間や、支えてくれた保護者に今の自分の思いや考えを伝えたいという意識の高まりは、こ

れまでの歩みを振り返ったり、少し先の未来について考えたりすることを通して、今の自分について

考える意義をより一層深める。これまで「聞いて、考えを深めよう」「いちばん大事なものは」「みん

なで楽しく過ごすために」で聞き手としてや、話合いを構成する一員としての学習を積み重ねてきた。

本単元は、「話すこと・聞くこと」の学習のまとめである。児童がこれからの自分を思い描き、今の自

分の思いを伝えるスピーチを通して、効果的な資料を提示しながら、自分の考えが相手に伝わるよう

に表現を工夫することを学ぶ。自己を見つめ、相手意識をもって伝えることで、小学校生活のあゆみ

の集大成として、そして中学校生活への架け橋としても機能させたい。 

  キャリア教育の視点では、この単元で「自己理解・自己管理能力」を中心軸として、「人間関係形

成能力」も高めていけると考える。単元全体が、自分を課題と関わらせ、自分を正しく見つめ、自

分を客観的に捉え直し、他との交流を通して自己理解を広げるという流れで構成されている。この

流れの中で、これまでの自分そして、これからの自分と対話し、自分らしさを生かしていく道筋が

見えていくと考える。 

（２）高学年の目指す児童像と本単元で重点となる基礎的・汎用的能力 

 

 

 

 

（３）本単元で目指す児童像を実現するための手立てと関連する夢４ 

【手だて１】：学びを明らかにする（＝自分を見つめる）ために 

〇既習事項や経験の振り返り 

文章構成や話し方・聞き方等の既習事項や経験を振り返り、身に付けてきた力をどのよ

うに発揮できるか、これからの生活でどう生かしていけるのかを考えさせる。単元の中で

も振り返りの機会をもち、めあてと照らし合わせて現在の自分を見つめさせる。 

〇夢４ファイルの活用 

自分のこれまでの歩みを振り返り、これからの自分を見通し、今の自分が伝えたいこと

を明確にするために、夢４ファイルの積み重ねを振り返らせ自分を見つめさせる。 

【夢４】 

 

【手だて２】： 見通し（＝「なりたい自分」）をもって主体的に活動に取り組むために 

○今の自分を見つめ、めあてと照らし合わせて学習計画を立てる。 

これまでの経験や国語の学習と、めあてとを照らし合わせ、学習計画を立てる。ワーク

シートにも生かし、単元の学習を見通しながら身に付けたことを土台として、なりたい姿

に近付くための 1 単位時間であることの意識を高める。 

〇スピーチに対する経験を積み重ねる。 

様々なテーマで 1 分間スピーチを重ね、自分を開く楽しさや、それを受け止める喜びを

味わわせた。話す・聞く際にこうありたいという像を求め、達成度を振り返る機会を設け

た。 

【夢４】 

 

 

実現（realization） 

努力を重ね、「なりたい自分」に近付く子ども 

人間関係形成・社会形成能力 キャリアプランニング能力 

課題対応能力 自己理解・自己管理能力 



５ 指導計画（全６時間） 

 学習内容 主な学習活動 ◆指導上の留意点 
【評価規準】 

基礎的・汎用的能力 

学
習
課
題
を
つ
か
む 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 

１
（
本
時
） 

自分の思い

をスピーチ

で伝えると

いう見通し

をもち、適

切な話題を

考える。 

○伝えたいという思いや課

題意識を高める。 

○スピーチを視聴し、スピ

ーチメモを見て、ゴール

イメージを明確にする。 

○学習計画を立てる 

○スピーチの話題を考え

る。 

◆どんな力を付けたいか、

誰に何を伝えたいかを

話し合い、児童の伝えた

いという思いや課題意

識を高める。 

◆スピーチとスピーチメ

モをモデルとして提示

する。 

◆伝えたい自分について

考えを交流し、見通しを

もたせる。 

◆夢４ファイルに目を通

させ、これまでの自分

と、なりたい自分につい

て見つめ直させる。 

【思・判・表①】 

【主①】 
 

 
 

 
 

 

見
つ
め
る 

２ スピーチ大

会に向けて

伝えたい内

容 を 整 理

し、伝えた

い内容が明

確になるよ

うに構成を

考える。 

○伝えたい自分について書

き出したことを整理す

る。 

○スピーチメモを作成す

る。 

 

 

 

 

 

 

 

◆自分の伝えたいことが

伝わるように構成を考

えさせる。 

〇構成についてこれまで

学んだ内容をまとめた

資料で、４種類の構成の

型を振り返らせ、身に付

けた力をどのように発

揮できるか考えさせる。 

〇伝えたい自分の思いが
伝わるよう付箋を分類
整理させ、仮の構成を考
えさせる。 

〇例や似たテーマのグル

ープの人と比較させ、共

通点や相違点から自分

の伝えたいことがより

伝わるよう、エピソード

を精査させ、構成の工夫

について再度考えさせ

る。 

【知・技①】 

【思・判・表②】 

【主①】 

 

 

 

 

 

 

 

 

自分を関わらせる 

自分について考える 



見
つ
め
る 

３ 自分の考え

が伝わるよ

うに、効果

的な資料を

収集・作成

する。 

○効果的な資料とはどうい

うものかの理解を共有す

る。 

○効果的な資料を準備す

る。 

◆何を知りたい、聞きたい

と思っているのか、相手

の意識に気付かせる。 

◆何を資料として用いれ

ばよいのかを考えさせ、

夢４ファイルや、読書

Memories,キャリアパス

ポートからの洗い出し

を行い、Chromebook のス

ライドを活用して資料

を作成させる。 

見
つ
め
る 

４ 自分の伝え

たいことに

合わせて、

資料を絞り

込み、スピ

ーチの内容

を完成させ

る。 

○スピーチの内容を完成さ

せるのに必要なことを共

有する。 

○準備した資料の中から、

より適切な資料を選び、

スピーチを一旦作り上げ

る。 

 

 

 

◆収集した情報や資料の

中から、自分の思いや考

えを効果的に伝えられ

る資料かどうかを視点

として絞り込ませる。 

◆聞き手の立場から見直

させ、資料を取捨選択さ

せる。 

見
つ
め
る 

５ スピーチ大

会に向け、

グループ内

で練習し、

スピーチの

内容を修正

する。 

○グループ内でスピーチを

し、内容をより良くする

ための助言をし合う。 

○スピーチの内容を見直

し、完成させる。 

 

 

 

 

◆グループの中で、互いの

スピーチについて、話の

効果や資料の効果をめ

ぐって意見交換させる。 

深
め
る 

６ スピーチ大

会を行い、

振り返りを

する。 

○話し手と聞き手、それぞ

れの立場で気を付けるこ

とを確認する。 

○スピーチをし、互いのス

ピーチの良さを伝え合

う。 

 

 

 

◆学年でスピーチ大会を

する。 

◆Chromebook のカメラ機

能で自分の発表を記録

させ、伝えたい人にいつ

でも見せることができ

るようにする。 

◆単元はじめの自分と比

較させ、伸ばせたこと

や、次の課題についいて

考えさせる。 

【思・判・表②】 

 

 

 

※波線はキャリア教育の視点 

 

 

 

自分に対する見方を広げる 

自分を客観的に見つめる 

自分を客観的に見つめる 

自分を客観的に見つめる 



６ 本時の学習（６時間扱いの１時間目） 
（１） 本時の目標（その教科の目標） 

自分の思いをスピーチで伝えるという見通しをもち、適切な話題を考える。 
学習の見通しをもち、効果的なスピーチへの意欲を高める。 

（２）キャリア教育の重点  

   ◎めあてとなる姿を明らかにして学習計画を立てることを通して、自分を見つめ課題に対して 

どのように関わっていくかイメージを確かにし、活動に主体的に取り組む力を育てる。 

【自己理解・自己管理能力】 

（３）展開 
段
階 

学習活動 教材，教具，学習形態 指導・支援（○）評価（●） 

 

導

入 

10 

分 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

展

開 

30 

分 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ま

と

め 

５

分 

１ スピーチを視聴し、ゴールイメージを

もつ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ スピーチメモを見て、表現の工夫につ

いて考える。 

・伝えたいことが伝わる資料を提示する。 

・構成を工夫する。 

・高畑さんが使っていた問いかけを使う。 

 

 

 

 

 

 

３ 学習計画を立てる。 

・話題を考える。 

・話題を整理して、構成を考える。 

・スピーチメモを完成させる。 

・資料を準備する。 

・スピーチを完成させる。 

・スピーチの練習をする。 

・スピーチ大会で伝えたいことを相手の心

に届ける。 

・伝えたいこと(テーマ)を明確にする。 

・今まで習った構成を使ってどれがいいか

選ぶ。 

４ スピーチの話題を考える。 

・熱中することを見付けたいので、部活に 

打ち込む自分になりたい。 

・勉強と部活の両立のために、切り替えが 

できる自分になりたい。 

 

５ 学習を振り返り、次時の見通しをも     

  つ。 

【全体】 

・板書 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【全体】 

・スピーチメモ 

・学級 

 

 

 

 

 

 

 

 

【全体】→【個人】 

・短冊 

・ワークシート 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【個人】 

・夢４ファイル 

○スピーチをモデルとして提示

する。 

○何のために学ぶのか、学びの

価値を、どのような活動を通

して学ぶのか、言語活動を提

示する。 

○どんな力をつけたい 

か、誰に何を伝えたいかを話

し合わせ、児童の伝えたいと

いう思いや課題意識を高め

させる。 

○スピーチメモをモデルとして

提示する。 

○構成や資料の工夫をすること

で相手の心に届くスピーチに

なることを押さえる。 

○ワークシートでこれまでの学

習を想起させる。 

 

 

 

 

○どんな力を生かし、どんな力

を付けるのか、夢４の視点で

価値付ける。 

●学習の見通しをもち、効果的

なスピーチへの意欲を高めて

いる。【主①】 

 

 

 

 

 

 

○夢４ファイルに目を通させ、

これまでの自分と、なりたい

自分について見つめ直させ

る。 

●スピーチ会に向けて、目的や

意図に応じて話題の材料とな

る事柄を考える。【思・判・表

①】 

 

※波線はキャリア教育の視点 

めあて表現を工夫して、自分の思いや考えが相手の心に届くスピーチができるようになろう。 

・自分の考えが相手に伝わるように工

夫して話すことができるようになる。 

・スピーチ会をする。 

・表現を工夫すると学習が深まる。 

・テーマはなりたい中学生像。 

・相手は友達や保護者。 ～なりたい中学生 宣言～ 



７ 板書計画 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 
 

構
成 

資
料 

め
あ
て
表
現
を
工
夫
し
て
、
自
分
の
思
い
や
考
え
が 

相
手
の
心
に
届
く
ス
ピ
ー
チ
が
で
き
る
よ
う
に
な
ろ
う
。 

 

今
、
私
は
、
ぼ
く
は 

～
な
り
た
い
中
学
生 

宣
言
～ 

 
 

 
 

 

学
習
計
画 

① 

話
題
を
考
え
る 

 

←
夢
４
フ
ァ
イ
ル 

② 

話
題
を
整
理
す
る 

 
 

←
付
せ
ん
取
捨
選
択 

構
成
を
考
え
る 

 
 

 
 

 

←
構
成
の
工
夫 

③ 

ス
ピ
ー
チ
メ
モ
を
完
成
さ
せ
る
←
構
成
の
工
夫 

④ 

資
料
を
準
備
す
る
←
内
容
に
合
っ
た
資
料
を
選
ぶ 

ス
ピ
ー
チ
を
完
成
さ
せ
る 

⑤ 

ス
ピ
ー
チ
の
練
習
を
す
る 

←
語
り
か
け 

⑥ 

ス
ピ
ー
チ
大
会
で
伝
え
た
い
こ
と
を
相
手
の
心
に
届
け

る
。
←
目
的
や
話
題
を
意
識
し
て
聞
く 

 
 

 
 

 
 

自
分
と
比
べ
て
聞
く 

 
 

 
 

 
 

 

① 

話
題
を
考
え
る 

こ
ん
な
中
学
生
に
な
り
た
い 

・
熱
中
す
る
こ
と
を
見
つ
け
た
い 

←
部
活
に
打
ち
込
む
自
分 

 
 

 

・
勉
強
と
部
活
の
両
立
が
で
き
る
よ
う
に 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

←
切
り
替
え
が
で
き
る 

振
り
返
り 


